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	それでは、失礼いたします。

定刻となりましたので、ただ今から「平成25年度第2回　伊予市健康づくり推進協議会」を開催させていただきます。

皆さまには、ご多忙のところ、ご出席いただきましてありがとうございます。

なお、本会議は、伊予市審議会等の委員の公募並びに会議及び会議録の公開に関する規則にのっとり、市政の確保と透明性の向上のため原則公開とし、会議内容についても議事録作成のため録音させていただくとともに、市のホームページに会議録を掲載させていただきますことをご了承願います。また、会議録作成後、録音は消去いたします。

本日、欠席されます委員さんにつきまして、（伊予市広報区長協議会会長の）田中委員さん、（伊予商工会議所　専務理事）秦泉寺委員さん、（住民代表）中嶋委員さん、（伊予市教育委員会事務局長の）井上委員さんの４名の方から欠席のご連絡をいただいております。武智委員さんにつきましては今のところ連絡はございません。
それでは、開会にあたりまして、会長の稲田先生よりご挨拶を申し上げます。

（会長あいさつ）急に寒くなりまして、みなさん体調に御留意ください。健康づくり推進協議会も今年は２回目。組織の活動報告を中心によろしくお願いします。
ありがとうございました。

議事に入る前に、お手元にお配りしております、「伊予市健康づくり推進協議会設置要綱」について、少しお時間をいただき、再確認ということで説明させていただきたいと思います。

事務局から説明をお願いします。

（事務局から説明）「伊予市健康づくり推進協議会設置要綱」
それでは、議事に移りたいと思いますが、本会の議長につきましては、設置要綱第６条によりまして会長が務めることとなっておりますので、これからの進行につきましては、会長の稲田先生にお願いいたします。

それでは、議事に移りたいと思います。

議題（１）の第２次伊予市健康づくり計画の推進についてですが、まず、各組織・団体より活動紹介をお願いします。

最初に、井ノ口様。

私は中予地区食品衛生協会の井ノ口と申します。私ども、食品衛生協会は食中毒防止の食生活に関する活動が中心になっています。毎年６月に総会を開催し中予保健所から最新の衛生講習を受講しています。７月には地元の婦人連合会、食生活改善推進協議会の皆さん、行政の方とともに「一日食品衛生監視事業」を実施しています。今年も実施しましたが、ご協力ありがとうございました。

８月、１０月には当協会の食品衛生指導員による各施設への巡回指導を重点項目を決め行っています。今年度は８月に「油断大敵！食中毒予防は調理者自身の衛生管理から」という調理者自身の健康管理、衛生管理をチェックする指導を行いました。そのなかには、健康診断、検便などの定期的なチェック、また日々のチェックとして調理従事者の健康状態や体調の確認、手・指のけがなどの確認などの聞き取り調査を実施しました。１０月には自主管理票の記録を推奨する巡回指導を行っています。ということで、私ども協会では食中毒防止などの食生活に関する事業を行っています。
私のほうから、医師会として報告します。予防接種とか各種検診や診療事業を行っています。他にこれという医師会全体としての活動は現在のところはそれ以外のところはないのが現状です。最近は災害予防のほうにも取り組もうかと言っています。
伊予歯科医師会、佐々木先生。
毎年こういうふうなチラシを作りまして、今回で20回目になりますが、砥部動物園で虫歯予防のイベントを行っています。チラシにその案内と、後ろの面に成人歯科健診の案内を載せて、愛媛新聞と朝日新聞、読売新聞に出すようにしています。イベントそのものは非常に人気があって必ずテレビニュースや翌日の新聞に載ります。成人歯科健診の申し込みは６月から翌年の1月までと結構長い間とっているんですけど、自治体としては先進的な取り組みでして、やっている市町村は節目検診が多いんですが、それをとっぱらって、伊予市はやっています。それでも、がん検診のような命の危険があるがんの検診でもたった３０％の受診率で、歯科健診はもっと低い。虫歯や歯槽膿漏は病気でないと思っている。歯科健診率が低い原因を考えたら、口の中を見せてくださいというのに抵抗があるのかもしれない。あなたの口の中をみせてくださいというのは二の次にして、質問に答えてもらって、あなたは歯医者さんのところに行って口の中をみてもらう必要があります、ありませんとすることを日本歯科医師会は考えています。これが、生活支援プログラムです。健診といっても口の中をみなくても、たった２０問の質問に答えてもらうことからはじめる。これだったらインターネットやスマホで答えてもらうこともできる。この中で言いたいのは、歯の多く残っている人ほど医療費が少ないということです。そのためには、こまめに歯医者さんにいって診てもらう必要がある。歯があって、そのよく８０２０と言いますが、２０本という意味はご存じかとは思いますが、ほぼ全部の歯がある２４本あるときと同じように食べられる状態のことを言います。若いときと変わらないように食べるには２０本歯があると食べられる。そのとっかかりは、健診ですが、まず質問で振り分けて、あなたは歯医者に行く必要がある、無いと振り分けるために生活支援プログラムがあります。
日本歯科医師会の会長の毎年松山でしている講演の中から、紹介します。２０本以上歯のある人は毎年増えている。次は日野原先生が「歯と糖尿病を患うと取り返しがつかない。日頃のケアと食事・運動が、明暗を分ける。」と言っている。プレジデントに載っていた健康をそこなって後悔する人のアンケートは、男性ではトップが歯の定期検診を受ければよかった、女性は４位が歯の定期検診を受ければよかったとなっている。健康をそこなうということは何も死んでしまうことまでいかなくても、非常に不自由な思いをするということです。愛媛県の目標は、過去１年間に歯科検診を受診した者の割合を４２．９％から６５％に増やすとなっています。生涯にわたり自分の歯でおいしくかもうということで、８０歳で２０歯以上の者の割合を３３．３％から５０％に増やすとなっています。
かかりつけ歯科医を持っている人は３割だった。それでは対症療法しかできない。日頃から痛くなくても歯医者にいって定期的に診てもらう必要がある。女性だったら妊産婦健診で歯科健診ができるけど、男性だったら自分で行かないと一生歯科健診はできない。テレビコマーシャルで歯磨きをとりあげているけど、それでわかった気になるけど、実際に鉛筆持ちで磨くとすごくやりにくい。歯医者さんで歯科衛生士さんに実際指導してもらってはじめてわかる。そこに行くまでに１ステップがいるのだったら、今回お知らせしました生活支援プログラムで振るい分けをすることになりました。

伊予市食生活改善推進協議会、会長　髙岡様。
年度当初の計画に従って活動をしています。その主なものを報告します。グループ伝達講習会及びよい食生活をするための講習会はグループが計画に基づいて月1回程度実施しています。
市の食生活改善推進事業への参加、あいあいフェスタ等イベントへの協力、伊予市健康＆福祉まつりへの協力を実施いたしました。

近々の取り組みとして、男性料理教室の他、TUNAGUつなぐ事業を新たに実施します。「地域をつなぐ、世代をつなぐ、世代を超えてつながって地域のみんなで健康になろう」をスローガンとして、生活習慣病予防の講義と調理実習の教室をこの冬開催します。以上です。
西田様。
伊予市健康づくりの会の西田と申します。郡中、南伊予、南山崎、北山崎で健康づくり活動をしています。研修会及び講習会の開催ですが、４月１９日に五色浜から森の海岸を回ってウォーキングをしました。伊予市健康＆福祉まつりで活動しました。１日研修ではまんのう公園に行きました。
生活習慣病予防教室は各地区で行い、既に何回かは終わりました。ロコモ予防、整形外科の先生の講演会などです。また、健康講座の参加および勧奨をやっています。

健診受診のチラシを配布しています。とくに双海支部では独自でチラシを作っています。

会報を年に２回作り、活動状況を載せて配布しています。

総会ならびに役員会を年に６回行っています。

住民代表の方お願いします。西畑様。
個人で健康づくりでやっていることを紹介します。もともと腰痛があり苦しみました。ある人から今のままでは早死にするよと言われ、インパクトがあり、はじめました。まず朝起きて布団の上で腰痛体操をします。腰の体操を５～６種類２０セット、腹筋背筋７０回をしている。そのあとコップ１杯の水を飲む。自転車で墓に行き、水を替えたり掃除をしています。スポーツジムで週３回、ランニングマシーンで１万歩、歩いています。駆け足になる寸前くらいのスピードになろうかと思います。その後ストレッチをしています。ストレッチの後、自転車漕ぎを１０分くらいしています。アスリートまでは行かない普通位の負荷でやっています。その後プールにいき水中ウィーキングをしている。水の中で歩くのもやってみると難しい。ふらふらします。プールは、年齢構成は２歳～８０代の人まで幅広い人が利用しています。ある自治体では、ジムに通う補助金を出しているところもあると聞きます。プールが終わるとジャグジーバスで筋肉をほぐしマッサージをしています。風呂に入り、血圧を測り記録して帰っている。これが私の健康づくりのための１日の日課です。　
栗原様（住民代表）
私が健康づくり協議会に参加したのは伊予市の広報をみて、これまで県外で地元のことはかかわってなかったから、自分が管理栄養士ということもあり参加させてもらいました。

以前は私は個人で栄養士をしていました。今は会社に所属してます。松山市でスマイル松山というプロジェクトをしていて、それは健康づくりのプロジェクトです。１００人をチャレンジコースとして、講師のもとで運動してもらっています。私はその講師をしています。体重を落としたい人が、早い人で１か月で７～８ｋｇ落とす人もいる。健康づくり事業の企画や運営を受け持っています。食生活や運動指導のイベントや講演活動を受け持っています。今までは伊予市にあまりかかわることがなかったから、一市民として健康づくりにかかわりたくこちらに参加させてもらってます。
行政の方からお願いします。早田様。（保健所健康増進課長）
伊予市に特化したことではありませんが、健康づくり計画や食育推進計画の策定をしています。私は医師ですが、保健所には保健師や栄養士もおり、健康づくりに関することを行ってます。
何かアドバイスはありませんか。

肝臓がんが多いので、肝がん検診、ウイルスのチェック、そのキャリアであれば必要な治療を受けていただく。がん検診の受診率は高くないので、さらに受診率アップをして受けていただいて、肝臓がんにならないための治療をしていただければと思っております。

武田淳一様（保健福祉部部長）
この後伊予市の保健活動という項目がありますので、報告があろうかと思います。当市の長寿介護課で、当市の中山地域対象で高齢者の健康調査を行っています。痴呆に関する調査で愛媛大学と協力して全高齢者を対象に調査しています。保健師と愛媛大学の医師で調査し、対象を絞り込んで今年は第二次調査をしています。来年度は第三次調査でＣＴを撮って調査します。

事務局から市の保健活動についてお願いします。
（事務局から説明）計画の推進状況・健診状況について
活動紹介ありがとうございました。今、紹介していただいた内容についてご意見やご質問などありましたらお願いします。

私が開業した３０年前は歯医者が少ない時期だったんです。それから３０年を過ぎて気が付いたら若い先生がわっと増えて、自分は年寄りのほうのグループに入っていた。フッ素洗口をしようということになり、害があるというという人もいました。新潟大学の先生が研究してフッ素のうがいをしたらどうなるかやってみた。７０年代の石油ショックのときにエネルギーを使わないようにしようということになり、北欧の国が本気で虫歯予防に取り組みました。その国の人がフッ素の目をつけてはじめました。新潟の先生が取り組み、当時小学校に行ったら、歯磨きが下手なんですね。でも磨き方は下手だけどほとんど虫歯がありませんでした。フッ素をしたらこんなになるんだと非常にショックでした。それから１５年たって虫歯が１０分の一になりました。伊予市の地区の子供たちの歯は虫歯が少ないが、歯磨きは習っていないから下手です。フッ素の効果は２０歳までです。２０歳を過ぎて歯磨きが下手なら、あっという間に歯が悪くなります。私たちは歯周病のことも大切ですけども、１５年前にフッ素をした子供たちが２０歳を過ぎてあっという間に虫歯になってしまう現実に直面しています。想定の範囲内だったのですが、ありとあらゆることを考えて、地域住民にこういうこともあるからもっとしっかりしなさいと、医者の立場で言うと反発を受けることもあります。でも、本当のことを言ってるわけですから、聞く耳をもつという態度も大切なんじゃないかと思ってます。歯科医療は経済格差が付いて回る。豊かな人は歯科医療にお金が使える。けれど経済が悪くなると、歯科はほっとかれやすい。でも悪くなってから受診すると医療費は高くなる。そういう悪循環が待っている。それから、西原さんの話を聞いていて、個人で努力されているかたには本当に頭が下がる思いです。それをもう一歩踏み出してもらって、地域の人や仲間とともに健康になりましょうという仕掛けづくりができたらすばらしいなと思います。

（保健所健康増進課長）委員会の構成メンバーですけども、学校関係の方が委員になっていない。学校関係の人にも委員の構成メンバーになってもらったらと思いました。
事務局で検討お願いします。他には意見ありませんか。
特定健診や保健指導について、市では未受診者の対策をしていると思いますが、特定健診をするとメタボに引っかかる人がでてきますが、次へつなぐ対策をどのようにしているかお伺いします。受診率を上げるための市の活動に対する補助金は活用していますか。

うつスクリーニングの関係で、お互い心を通わせられるコミュニケーションをとりいれられたらいいのかなと思いました。

健診を受けたあとに結果説明会で結果をお返ししています。そのときに対象になる方にご案内させていただいております。その日に都合の悪い方には、別日を案内しています。
個別の健診の方にもご案内をさせていただいて保健指導につなげています。

受診率を上げるための補助としては、受診については６０００円かかるところが１０００円で受けられるようなことはしています。受診率を上げるため、「健診を受けたら何かありますよ。」というようなごほうび的な補助はしていません。

（西田委員）佐々木先生に教えてほしいことがあります。虫歯が１０分の１に減ったけど、２０歳で増えるとありましたが、またフッ素をしたら効果が続くのか。それから８０歳で２０本は治療した歯も含めていいのか。自分の病気が何であったかと指導を受けますが、自分の病気を理解して自分の病気と闘っていくようなやり方もしていったらいいと思いますが、よろしくお願いします。

フッ素を使って虫歯を予防するのは、歯ができるときにフッ素を使うと歯が丈夫になります。虫歯菌が出すものによって酸が作られ歯がとけてしまう。歯の質が強いとなかなかとかしにくい。１２歳くらいで歯を丈夫にして、２０歳まであるとしたら、その間は虫歯はたいしたことはない。その後、フッ素も使わない、歯磨きもいい加減ではとかすスピードが速まって歯が悪くなる。
もうひとつは、歯を残すというのは、全く虫歯のない歯だけでなく、根っこが残っていたら１本と数えるし、ブリッジも数える。どういうものが食べられて、どういうものが食べられないという表がある。うどんは食べやすいけど、お刺身でもたこなど食べにくい。もし入れ歯で焼き魚を食べるとします。小骨も身と一緒に口に入れると思うけど、入れ歯ではそれがしにくい。完全に小骨をとってから口に入れることになる。

教室のテーマに沿いまして、検診にきていただいた方に、肝臓疾患の可能性のある方には肝臓病の教室に案内したり、貧血の人には貧血予防教室に案内しています。
進行状況、健康づくり計画の状況についてもご説明いただいたわけですが、特に意見がなかったらこのあたりで会を閉めさせていただきます。

稲田会長さん、ありがとうございました。

会長さんのスムーズな進行により、滞りなく議事を終了することができました。ありがとうございました。
今回の協議会でいただいたご意見を参考にしながら、各分野と連携をもちながら、健康づくり計画を推進して参りたいと思います。今後も、市政全般は、もちろんのこと、健康づくり関係につきましても、ご助言・ご指導いただきますようよろしくお願いいたします。

このあたりで、本日の会を閉じさせていただきたいと思います。それでは、閉会のあいさつを副会長の佐々木先生にお願いいたします。

熱心な討議ありがとうございました。歯科の関係で毎日口の中をみており、他の人からしたら変わり者だと思われるかもしれませんが、口の中から見える社会というものもあります。今日は各分野からお集まりいただいていろいろな意見をいただきありがとうございました。
以上をもちまして、「第２回伊予市健康づくり推進協議会」を終了いたします。長時間にわたりましてのご審議ありがとうございました。お気をつけてお帰りください。
































PAGE  
8

